
高額療養費の計算例① 

（１）70歳未満のみの世帯の場合の高額療養費の計算例 

ａ 1か月の月の自己負担額が限度額を超えた場合 

＜一般世帯の例＞ 
   総医療費が１００万円で、一部負担金が１か月３０万円だった場合。 

７割（国民健康保険が負担） 
７０万円 

総医療費１００万円 

３割（一部負担金） 
３０万円 

自己負担限度額 
８７，４３０円 

高額療養費（払戻し額） 
２１２，５７０円 

自己負担限度額 

高額療養費 

＝ 

＝ 

８０，１００円 ＋ （１，０００，０００円 － ２６７，０００円）×１％ ＝ ８７，４３０円 

３００，０００円 － ８７，４３０円 ＝ ２１２，５７０円 

７，３３０円 

同じ人が同じ月に、同一の医療機関に支払った場合、その超えた分が支給されます。 



ｂ 同じ世帯で合算して限度額を超えた場合 

＜一般世帯の例＞ 
   世帯員Ａの総医療費が３０万円で一部負担金が９万円、世帯員Ｂの総医療費が１０万円で一 
   部負担金が３万円の場合。 

７割（国民健康保険が負担） 
２１万円 

世帯員Ａ：総医療費 ３０万円 

３割（一部負担金） 
９万円 

自己負担限度額 
８１，４３０円 

高額療養費（払戻し額） 
３８，５７０円 

自己負担限度額 

高額療養費 

＝ 

＝ 

８０，１００円 ＋ （３００，０００円  ＋ １００，０００円 － ２６７，０００円）×１％ ＝ ８１，４３０円 

１２０，０００円 － ８１，４３０円 ＝ ３８，５７０円 

１，３３０円 

同じ世帯で同じ月に２１，０００円以上の自己負担額を２回以上支払った場合、それらを合算して限
度額を超えた分が支給されます。 

３割 
３万円 

７割 
７万円 

世帯員Ｂ：総医療費 １０万円 

Ｂ 
３万円 

Ａ 
９万円 

一部負担金合計 １２万円 



ｃ 高額療養費の支給を年４回以上受けた場合 

＜所得区分「一般」の場合＞ 

同一世帯で直近１２カ月間に、高額療養費が支給された月が３か月以上になった場合は、４か月
目から自己負担限度額が軽減されます。 

１月目 ２月目 ３月目 ４月目 

・ ・ ・ 

自
己
負
担
限
度
額 

自
己
負
担
限
度
額 

自
己
負
担
限
度
額 

自
己
負
担
限
度
額 

自
己
負
担
限
度
額 

４４，４００円 

８０，１００円 

＋（総医療費－
267,000） × １％ 

直近１２か月 

・・・高額療養費（払戻し額） 

４か月目か
ら限度額が
下がります 


